
報告第１０号 

 

西条酒蔵地区伝統的建造物群保存対策調査中間報告 

 

１ 趣 旨：平成３０年度から開始した西条酒蔵地区伝統的建造物群保存対策調査の

第 1 次調査（外観調査）が終了したことから、その調査内容及び成果に

ついて、市民に向けて報告する。 

 

２ 日時等：平成３１年２月１９日（火）１８：００～ 

東広島芸術文化ホールくらら ３Ｆサロンホール 

 

３ 報告項目  

(1) 調査事業の概要について  生涯学習部文化課 

(2) 1 次調査の成果について  広島大学大学院工学研究科 水田丞 助教 

 

４ 1次調査の概要 

 (1)   期  間  平成３０年１１月～平成３１年１月 

(2)   対象者  約３１ha、５００件 

(3)   手 法  広島大学に委託し、広島県建築士協会会員の協力により、大学と

建築士が戸別訪問 

(4)   結 果  概ね５０年以上経過している建物     ２４０棟 

このうち、２次調査〔詳細調査〕の対象  １６０棟 

２次調査対象の選定基準 

          ・保存状態の良いもの 

          ・町並みの景観上重要な建造物 

          ・西条の建築の歴史を知るうえで重要と考えられるもの 

 

５ 報告資料 

① １次調査によって明らかになった築５０年以上の建造物の分布 

② 製作後 50 年以上経過した工作物分布図 

③ 宿場町時代から残る地割の分布及び概要 

④ ２次調査の概要例（高知県安芸市 土居廓中） 
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①  築後 50 年以上経過した建造物分布図 
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② 製作後 50 年以上経過した工作物分布図 
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③ 宿場町時代から残る地割の分布と字界 
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④ ２次調査（詳細調査）のサンプル （高知県安芸市 土居廓中） 
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